大勢 順応 



勝 海^ 



憲政 党が、 伊藤さん に 代って、 内閣 を 組織した 当時、 

頻りに 反対して 騒ぎ ま はった 連中 も、 己れ は 知って 居 

るよ。 だが 随分 見 透し の 付かない 議論 だと 思って、 己 

れ など は、 独りで 笑って居た のさ。 御一新の 際に、 薩 

摩 や、 長 州 や、 土 州が 政権 を 執れた とて、 なに 彼等の 

腕前で、 迚も 遣り 切れる もの かと、 稷本 や、 大鳥 など 

は、 向きに なって 怒ったり、 冷やかし たりした 連中 だ。 

所が どう だ、 暫くす ると、 自分から 始めて 薩長の 伴食 

になった ではない か。 何も 大勢 さ。 併し 今度の 内閣 も、 

最早 そろ/ \ 評判が 悪くな つて 来たが、 あれで は、 内 

輪 もめが して 到底 永く は 続くまい よ。 全体、 肝腎の 御 
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